
概要説明

導入設定ﾏﾆｭｱﾙ

情報マネジメントシステム株式会社
株式会社コンピューターシステム

MJS財務大将による「資金繰シミュレーション」



はじめに

利益が出ているのに、お金がない!!
「儲かったお金は、どこに、どのように存在するのか?」を明確に
把握しておくのは「経営の基本」といわれています。
どのように「利益」が数字で出ていても、経営上結局安心して
使えるのは、手元にある自分のお金(キャッシュ)しかないことに
なります。
だから、「キヤッシュベース」で経営することの重要性がここに
あります。
「経営」はあくまで、リアルタイムに変動する事実に向き合って
いかなければなりません。
｢キャッシュフロー(資金繰り)｣が見えて、初めて経営者は安心して、
積極的に経営に向かうことができるからです。
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システムのメリット

①世の中小企業経営者が最も重要視し、切望するデータを提供
する。(資金繰り経営のよりどころとなる。)

②特性のある企業ごとの「資金繰り実績データ(前年実績と当年
実績)」を使用し一定の傾向値のもとに「今後６ｹ月の資金(キャ
ッシュ)」の過不足予測を行う。
これにより、一定の根拠のある「企業ごとの予測値(指針)」と
して経営者に提供できる。

③経営者が「資金予測データ」を判断し、事前に手を打つ=意思
決定ツールとして機能する。

④
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システム運用条件
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※MJS財務システムでは
①MJS財務を一年半以上運用している事。

②仕訳入力で、資金仕訳で入力をしている事。

③MJS財務でデータ交換ソフトがｲﾝｽﾄｰﾙされている事。

※資金繰シミュレーションでは
①利用パソコンに、既に「InterBase」又は「Firebird」の
データベースを利用していない事。

②稼動出来るOSは、Windows2000,XP,Vistaです。



事前準備手順
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事前準備手順 (①データ交換の設定)
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※ＭＪＳ財務システムのデータ交換にて、「勘定科目」「仕訳情報」
を設定します。

Ⅰ「前月より繰越」を求める為に「勘定科目」を設定します。
ＭＪＳ財務「データ交換」「エクスポート導入処理」「勘定科目」
「当年実績」に新規パターンを追加し、附録の「データ交換①
(勘定科目)」の通りに設定します。

Ⅱ「資金繰り実績」を求める為に「仕訳情報」を設定します。
ＭＪＳ財務「データ交換」「エクスポート導入処理」「仕訳情報」

に新規パターンを追加し、附録の「データ交換②(仕訳情報) 」
の通りに設定します。

※データ交換の設定は、当年度及び前年度にも行ってください。
※ＭｊｓＡｐｉを利用する場合は、「実行ファイル」の指定はプログラムで設定します。



事前準備手順 (②資金繰科目登録表の印字) 

資金繰シミュレーションの「資金繰基本情報登録」時に必要となる
「資金繰科目登録リスト」を印字します。
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事前準備手順 (③資金繰り合計科目の追加) 

「前月より繰越」を求める為に「現金」+「流動性預金」の合計科目を作成します。

「現金」+「流動性預金」の合計科目を追加します。
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事前準備手順 (④ソフトのインストール) 

「資金繰シミュレーション」ソフト及びデータベースをインストール
します。
提供されている媒体より、 をクリックしインストールします。

Setup.exe

「資金繰シミュレーション」ソフトは、１台のパソコンに１ライセンスが必要です。
ライセンスの購入は、附録の「ライセンス登録カード」に記入頂き、販売店へ申
し込み下さい。
（ソフトはインストール後、３０日間は、試用期間として利用する事ができます。）
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事前準備手順 (⑤会社情報の登録) 
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事前準備手順 (⑤会社情報の登録)

基

本

項

目

会社コード 会社番号入力します。(1～9)  ※複数の会社を管理する事ができます。

年号区分 「対象年月」を指定する場合の「年」を 「0.西暦 1.和暦」 で入力を選択

年号変換 平成(和暦)を西暦に変換する場合の加算値「1988」

期首月日 会社の期首月日を指定します。

通常締日 通常月の月次締日を指定します。(月末は31を指定します。)

ユーザＩＤ 「ライセンス登録カード」を申し込むと、「ユーザＩＤ」を案内します。

会社名 会社名を登録します。 （「ユーザＩＤ」を登録すると変更できます。）

和暦年号 年表示の前に年号が表示されます。

繰越科目コード 事前準備手順 (③資金繰り合計科目の追加)で登録した科目コード。

M
J
S
デ
ー
タ
交
換

ターゲットパス データ交換を行う場合のホルダを指定します。(事前に登録して下さい。)

ファイル名① データ交換を行う場合の 「前期科目実績」ＣＳＶのファイル名

ファイル名② データ交換を行う場合の 「今期科目実績」ＣＳＶのファイル名

ファイル名③ データ交換を行う場合の 「前期仕訳情報」ＣＳＶのファイル名

ファイル名④ データ交換を行う場合の 「前期仕訳情報」ＣＳＶのファイル名
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※「ファイル名①～④」は同一名を指定しないで下さい。



事前準備手順 (⑤会社情報の登録)

M
J
S
A
P
I
項

目

ＭＪＳＡＰＩを利用 以下の項目は「利用する」の場合にのみ登録可能。

会社ＣＤ ＭＪＳ財務の会社コードを指定

パス① 「MASDataExchange.exe」がインストールされているホルダを指定。

パス② 「MASDataExchange.dll」がインストールされている場所を指定。

担当者コード ＭＪＳ起動する場合に「担当者コード」が必要な場合に登録。

パスワード ＭＪＳ起動する場合に「パスワード」が必要な場合に登録。

会社パスワード ＭＪＳ起動する場合に「会社パスワード」が必要な場合に登録。

パターン① 「①データ交換の設定」で「科目の当年実績」を登録したパターン番号

パターン② 「①データ交換の設定」で「仕訳情報」を登録したパターン番号
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事前準備手順 (⑥ＥＸＣＥＬシートの編集) 

「資金繰シミュレーション」プログラムがインストールされているホルダー内に、
「SIKIN.xls」の基本シートが用意されています。
このシートを会社毎に編集し「SIKINn.xls」で保存して下さい。
(nは会社基本情報で登録した会社コード(1～9)です。)
基本的な計算設定は、附録の「計算方法(経常収支) 」及び「計算方法(資本･
財務収支) 」で示してありますが、御社独自の計算方法に加工する場合は、
この計算式を変更して下さい。

又、 EXCELシート基本「計算方法(経常収支) 」の14行目「計上収入(計算)」は
表示しないとなっています。 この行は予定を計算するときにのみ使用します
ので、設定が終わった時点で、「表示しない」に戻してください。

※編集したＥＸＣＥＬシートは必ず「 SIKINn.xls 」で保存してください。
ＥＸＣＥＬシート内の

・・・は仕訳実績からセットされる項目、
・・・は計算値を手入力で訂正、再計算できる項目です。
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事前準備手順 (⑦資金繰り基本情報の登録) 
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事前準備手順 (⑦資金繰り基本情報の登録)

コード 「②資金繰科目登録表」のコード番号と同じ番号。

登録コードは１００以下と「財務支出」「財務調達」を登録

項目名 資金繰り項目名を登録します。

正残区分 「②資金繰科目登録表」の正残区分と同じ情報を設定

性格区分 「 」 「前月より」「財務支出」「財務調達」を選択

加算区分 「 」 「掛入金」「掛支払」「人件費」「財務調達」「財務支出」を選択

シート№ EXCEL の Sheet1・・・「経常収支」 Sheet2・・・「資本･財務収支」

当年実績 EXCELｼｰﾄの実績開始位置「X軸」「Y軸」を設定

前年実績 EXCELｼｰﾄの前年開始位置「X軸」「Y軸」を設定

予 定 EXCELｼｰﾄの予定開始位置「X軸」「Y軸」を設定

15
※選択会社毎に登録します。



資金繰シミュレーション
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※計算基準年月を指定してください。

MJSAPIを利用する場合は、後は自動で処理します。
利用しない場合は、事前にMJS財務ソフト側で、データ交換の「エクスポート」処理を
「会社情報登録」「MJSデータ交換」に従った場所、ファイル名で行った後に処理して下さい。



附 録
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データ交換①(勘定科目)
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データ交換②(仕訳情報)
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資金繰シミュレーション(経常収支)

20



資金繰シミュレーション(資本･財務収支)
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計算方法(経常収支)
項 目 過去6ケ月実績 予定

前月より繰越 ※財務ﾃﾞｰﾀより、「現金」+「流動性預金」 前月より繰越

売掛金入金 ※財務仕訳データより集計 掛入金(前実)の前年同月金額×6ｹ月累計金額前年対比率

現金売上 ※財務仕訳データより集計 【経常収入】× 現金売上の6ｹ月累計金額構成比

受取手形期日落 ※財務仕訳データより集計 【経常収入】× 受取手形期日落の6ｹ月累計金額構成比

前受金入金 ※財務仕訳データより集計 【経常収入】× 前受金入金の6ｹ月累計金額構成比

営業外収入 ※財務仕訳データより集計 【経常収入】× 営業外収入の6ｹ月累計金額構成比

その他収入 ※財務仕訳データより集計 【経常収入】× その他収入の6ｹ月累計金額構成比

その他 ※財務仕訳データより集計 【経常収入】× その他の6ｹ月累計金額構成比

【経常収入】 売掛金入金～その他 迄を加算 売掛金入金 ÷ 売掛金入金の6ｹ月累計金額構成比

買掛金支払 ※財務仕訳データより集計 掛支払(前実)の前年同月金額×6ｹ月累計金額前年対比率

現金仕入 ※財務仕訳データより集計 買掛金支払÷ 買掛金支払6ｹ月累計金額構成比×現金仕入6ｹ月累計金額構成比

支払手形決済 ※財務仕訳データより集計 買掛金支払÷ 買掛金支払6ｹ月累計金額構成比×支払手形決済6ｹ月累計金額構成比

人件費 ※財務仕訳データより集計 人件費(前実)の前年同月金額×6ｹ月累計金額前年対比率

その他人件費 ※財務仕訳データより集計 その他人件費の6ｹ月累計金額÷ 6

販売費・一般管理費 ※財務仕訳データより集計 販売費・一般管理費の6ｹ月累計金額÷ 6

支払利息割引料 ※財務仕訳データより集計 支払利息割引料の6ｹ月累計金額÷ 6

営業外支出 ※財務仕訳データより集計 営業外支出の6ｹ月累計金額÷ 6

その他支出 ※財務仕訳データより集計 その他支出の6ｹ月累計金額÷ 6

【経常支出】 買掛金支払～その他支出 迄を加算 左記に同じ

<経常収支差額> 【経常収入】 - 【経常支出】 左記に同じ

経常過不足 前月より繰越 + <経常収支差額> 左記に同じ
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計算方法(資本･財務収支)
項 目 過去6ケ月実績 予定

経常過不足 同上より 左記に同じ

設備支払手形 ※財務仕訳データより集計 設備支払手形の6ｹ月累計金額÷6

預金積立 ※財務仕訳データより集計 預金積立の6ｹ月累計金額÷6

設備費 ※財務仕訳データより集計 設備費の6ｹ月累計金額÷6

その他支出 ※財務仕訳データより集計 その他支出の6ｹ月累計金額÷6

【資本的支出】 設備支払手形～その他支出 迄を加算 左記に同じ

長期返済 ※財務仕訳データより集計 長期返済の6ｹ月累計金額÷6

短期返済 ※財務仕訳データより集計 短期返済の6ｹ月累計金額÷6

【財務支出】 長期返済+短期返済 を加算 左記に同じ

<資本・財務支出> 【資本的支出】+【財務支出】 左記に同じ

差引過不足 経常過不足+【資本的調達】-<資本・財務支出> 左記に同じ

預金取崩 ※財務仕訳データより集計 手入力

固定資産売却 ※財務仕訳データより集計 手入力

増資 ※財務仕訳データより集計 手入力

その他収入 ※財務仕訳データより集計 手入力

【資本的調達】 預金取崩～その他収入 迄を加算 左記に同じ

長期借入 ※財務仕訳データより集計 手入力

短期借入 ※財務仕訳データより集計 手入力

【財務調達】 長期借入 + 短期借入 を加算 左記に同じ

<資金調達計> 【資本的調達】 + 【財務調達】 左記に同じ

次月繰越 差引過不足+<資金調達計> 左記に同じ



資金繰基本情報(ｻﾝﾌﾟﾙ)
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ライセンス登録カード (新規・再発行・削除)

インストール日 20 年 月 日

購入社名

住 所 〒

電話・ＦＡＸ 電話： ＦＡＸ：

担当者名

メールアドレス

購入販売店名

プロダクトＩＤ

ユーザＩＤ 20 年 月 日確認

「資金繰シミュレーション」ソフトをインストール後、「会社基本情報」画面の
右上に表示される「プロダクトＩＤ」及び会社情報を記入後連絡下さい。
確認後、「ユーザＩＤ」をご連絡します。
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【資金繰シミュレーション】
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2009年11月1日 初版発行

本プログラム及び本書は著作権法で保護されていますので、無断で複製することはできません。
本プログラム及び本書の内容は予告なしに変更されることがありますのでご了承下さい。

著作権所有者:株式会社コンピューターシステム

財務大将、MjsApiは株式会社ミロク情報サービスの商品です。

資金繰りシミュレーション


